
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 明治（代表取締役社長：松田 克也）は、株式会社東急イーライフデザイン（代表取締役社長： 

大柴 信吾）が運営するシニア住宅「グランクレール」にて、カマンベールチーズと認知機能に関する研究

結果のセミナー「カマンベールチーズと認知機能の意外な関係!?」を、ご入居者・ご家族・近隣にお住まい

の方々を対象に、グランクレールに併設する地域交流型カルチャースクール「ホームクレール」にて、2024

年 11 月 20 日より順次実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施背景 

厚生労働科学特別研究事業は、認知症の高齢者が来年 2025 年には 471 万 6000 人となり、団塊ジュニア

の世代が 65 歳以上になる 2040 年には 584 万 2000 人にのぼると推計しています（※1）。2040 年には高齢

者のおよそ 15％、6.7 人に 1 人が認知症と推計されます。また、物忘れなどの症状はあるものの、生活に支

障がなく、認知症と診断されるまでには至らない「軽度認知障害」の人は、2040 年には 612 万 8000 人に

のぼるとしています。 

今まで、牛乳・乳製品と認知機能についてはその摂取量が多い集団で認知症（特にアルツハイマー型認知

症）の発生頻度が低かったことを示されるなど、国内外で多くの研究が報告されていました（※2）。しかし、

これらの結果はチーズ・バター・ヨーグルトなどを含む「食品群」としての乳製品という分類のみで行われ

ており、特定の食品による認知機能への影響は、研究が進められていませんでした。 

このような背景の中、桜美林大学、地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター、当社では牛乳・乳製

品の中でもカマンベールチーズと認知機能維持の可能性に着目し、10 年以上前から研究を続けてきました。

そして、2019 年には世界で初めてヒト試験でカマンベールチーズ摂取による BDNF（脳由来神経栄養因子）

上昇を確認する研究結果を発表しました（※3）。その後も継続的に研究を行い、カマンベールチーズと認知

2024 年 11 月 20 日 

2040年には高齢者のうち“認知機能が低下した方”が約 30％と推計！ 

カマンベールチーズに着目した研究で社会課題に貢献 

「カマンベールチーズと認知機能の意外な関係!?」セミナー実施  
～株式会社東急イーライフデザインが運営するシニア住宅「グランクレール」にて開催～ 

「ホームクレール世田谷中町でのセミナーの様子」 

 

 

「カマンベールチーズと認知機能の意外な関係!?」をテーマに、セミナーを実施 

 



機能維持の可能性に関する研究結果を下記の通り発表しています（※4 および※5）。 

今回、株式会社東急イーライフデザインとタッグを組み、より多くの方々にカマンベールチーズと認知機

能維持の可能性に関して知っていただくことで、おいしく・楽しく健康に貢献していきたいという想いか

ら、シニア住宅「グランクレール」にてセミナーを順次実施します。 

当社は、今後もカマンベールチーズの摂取習慣やカマンベールチーズに含まれる成分に着目した研究を

継続的に行うことで、認知機能との関係を明らかにしてまいります。 

 

※1 令和 5 年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進分）「認知症及び軽度認知障害の有病率

調査並びに将来推計に関する研究」 

※2  Ozawa M, et al. JAGS. 2014 

※3  Suzuki et al., JAMDA. 2019, pii: S1525-8610(19)30518-3. doi: 10.1016/j.jamda.2019.06.023 

プレスリリース：https://www.meiji.co.jp/corporate/pressrelease/2019/20191106_01.html 

※4  Sasaki, et al. Front. Nutr., 2024, 11. doi:10.3389/fnut.2024.1357920 

プレスリリース：https://www.meiji.co.jp/corporate/pressrelease/2024/0620_01/index.html  

※5  Suzuki et al. Nutrients, 2024, 16(16), 2800 

プレスリリース：https://www.meiji.co.jp/corporate/pressrelease/2024/1015_02/index.html 

 

■セミナー概要 

 テーマ：「カマンベールチーズと認知機能の意外な関係 !?」 

 目 的：カマンベールチーズと認知症機能維持の可能性に関して知って 

いただくことで、おいしく・楽しく健康に貢献する 

 日時・場所：11 月 20 日(水)10：00～ ホームクレール世田谷中町 

12 月 3 日(火)14：00～ ホームクレール HARUMI FLAG 

12 月 4 日（水）14：00～ ホームクレール立川 

12 月 10 日（火）10：00～ ホームクレール横浜十日市場 

 対象者：ご入居者・ご家族・グランクレールの近隣にお住まいの方々 

内 容：認知機能に関する知っておきたい情報 

カマンベールチーズの可能性について 

 

【グランクレールについて】 

「グランクレール」は、東急不動産ホールディングスグループが長年の住宅づくりで培ったノウハウ

とグループ力を結集した、シニアのための住まいです。お元気な時からシニア住宅へご入居でき、介護が

必要になった場合はグランクレールシリーズ内の介護住宅へお住替えできるのが大きな特徴です。 

お元気な時も、見守りや介護が必要になった時も、その人らしさを支えることをめざしています。 

https://www.grancreer.com/ 

 

【この件に関するお問い合わせ先】   株式会社 明治 広報部 

〒104-8306 東京都中央区京橋 2-2-1  ＴＥＬ：03-3273-0700  ＦＡＸ：03-3273-0900 

メールアドレス：meiji.kouhou@meiji.com 

 


